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 伝送距離40ｍにて光信号の伝送損失は、光ファイバで受信すると39.3dB であり、PD で直接受信すると12dB
であった。直接 PD で光信号を受信した場合の回線設計を行うと1GHz帯では、電気/光変換、光/電気変換によ
るRF 信号損失が 36dB であったので光信号の損失を含めるとRF 信号損失は48dB であった。伝送距離 10m
の光電力伝送の実験では、50W光源と直径180mmパラボラリフレクターとモジュール面積が24cm×31.5cm
の太陽電池を用いて 102mW の電力を得ることができた。実験データを基にすると、伝送距離 40m では直径
300mmの理想的なパラボラリフレクターを用いることができれば、同じ太陽電池を用いて50mW の電力を得
ることができると予想される。これより送信出力10mWの無電源中継が可能となる。最大出力10W、モジュー
ル面積 24cm×31.5cm の太陽電池を用いて太陽光発電を行えば、今回の測定期間において期待発電量 29.7
｢Wh/day｣より多い30.6｢Wh/day｣の発電量を得ることができた。 
 
